
単元名 
「器械運動」（マット運動） 

マットの達人になろう！  

学校・学級 三原市立田野浦小学校 第３学年 

 
１ 要 旨 
（１）児童の実態 

本学級の児童は，全体的に体を動かすことを好み，ほぼ全員が休憩時間には鬼遊びやドッジボール
などの外遊びを楽しんでいる。これまでの学習では，いろいろな運動に意欲的に取り組もうとする姿
や友達にやり方を教えたり応援したりする姿が多く見られた。 
運動への意識や知識・技能に関する実態調査の結果は以下のとおりである。 

〈運動への意識に関する実態調査結果〉 
項目 肯定的回答（人） 主な理由 

体育の授業は好きですか。 38／40 
◎体を動かすことが好きだから。 
◎いろいろな運動ができるから。 
▲運動が苦手だから。 

マット運動は好きですか。 28／40 
◎転がったり逆さになったりするのが楽しいから。 
◎いろんな技ができるから。 
▲こわいから。    ▲うまくできないから。 

〈運動の知識・技能に関する実態調査結果〉 
項目 規準到達児童（人） 規準に到達できなかった児童の様子 

後ろ転がりができる。 32／40 
▲回転の勢いが足りない。 
▲横に倒れてしまう。 

壁登り逆立ちができる。 34／40 ▲両手で支えることができず，すぐに崩れる。 

（２）指導上の留意点 
学習形態・かかわり合い 

○ かかわり合いを多く持てるようにするために，単元を通して同じグループ（マットを使った運
動遊びの技能，リーダー性，友達関係等を考慮した異質集団）で活動させる。 

○ マット運動に対する恐怖心や苦手意識を取り除けるようにするために，それぞれの動きをスモー
ル・ステップで練習させたり，易しい場を設定したりする。 

○ マット運動の基礎的な感覚を身に付けさせるために，ゆりかご，ブリッジやかえるの逆立ちなど
を継続的に家庭学習に取り入れる。また，授業の始めにも「慣れの運動」として毎時間行う。 

○ それぞれの動きのポイントに気付けるようにするために，よい動きができている児童の動きとう
まくできていない指導者の動きについて，視点を与えながら比較させる。 

○ 児童同士でアドバイスができるようにするために，動きのポイントを示したパネル（写真付き）
をマットの近くに設置する。 

 
２ 本単元の目標 
 （１）マット運動の楽しさや喜びに触れ，その行い方を知るとともに，回転系や巧技系の基本的な技 

をすることができる。                           【知識及び技能】 
 （２）自己の能力に適した課題を見付け，技ができるようになるための活動を工夫するとともに，考

えたことを友達に伝えることができる。            【思考力，判断力，表現力等】 
 （３）マット運動に進んで取り組み，きまりを守り誰とでも仲よく運動をしたり，友達の考えを認め

たり，場や器械・器具の安全に気を付けたりすることができる。【学びに向かう力，人間性等】 
 
３ 学習活動に即した評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①前転の行い方を理解するとともに，その
動きを身に付けている。 

②易しい場での開脚前転の行い方を理解す
るとともに，その動きを身に付けている。 

③後転の行い方を理解するとともに，その
動きを身に付けている。 

④開脚後転の行い方を理解するとともに，
その動きを身に付けている。 

⑤壁倒立の行い方を理解するとともに，そ
の動きを身に付けている。 

①技のできばえを視覚
的に振り返り，自己の
能力に適した課題を
解決しやすい練習の
場を選んでいる。 

②技のできばえを友達
に伝えている。 

①きまりを守り，誰とでも仲よくマット運
動に進んで取り組もうとしている。 

②互いの動きを見合ったり補助をし合った
りして，技がうまくできたときの動き方
や気付いたことなどを伝え合う際に，友
達の考えを認めようとしている。 

③場や器械・器具の安全を確かめようとし
ている。 

※本単元は，学習指導要領等に関する移行期間中に，新学習指導要領による指導を先行して行う際の評価
基準を設定しています。なお，評定については，現行学習指導要領の下の評価規準に基づいて行います。 

 
 



４ 本時の展開 
 （１）本時の目標 

友達と動きを見合って練習し，後転のポイントをもとに動き方や気付いたことなどを伝えている。 
【思考力，判断力，表現力等】 

 （２）準備物 
   マット，フライングディスク（尻を着く位置の目印用），動きのポイントを示したパネル， 

リズム太鼓，ホワイトボード，筆記用具，学習カード 
 （３）学習展開                        

学 習 活 動 
指導上の留意事項 
◎重点的指導法 

◆努力を要する児童への手立て 

評価規準 
（評価方法） 

１ 学習の準備をする。   （8分） 
○場の準備をする。 
○準備運動と慣れの運動をする。 
・手首，首    
・にょろ転 
・かえるの足うち  

 ・ブリッジ    
・背支持倒立  
・いろいろなゆりかご 
 

２ 学習の進め方と学習課題の確認を 
する。          （3分） 

 ○後転のポイントを確認する。 
  ・尻を遠くに着く。 
  ・へそを見る。（背中を丸める。） 
  ・両手でマットを押す。 
 
 
 

・安全に気を付け，グループで協力し
ながら準備するよう声かけを行う。 

◆ゆりかごでマットに両方の手のひら
を確実に着ける練習を繰り返し行わ
せることで，後転が苦手な児童が感
覚をつかめるようにする。 

 
 
 
 
◆前時に見付けた後転のポイントを全
体で確認し，ポイントが意識できる
ようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 動きのポイントに気を付けながら，
グループごとに後転を練習する。                          

（15 分） 
○グループごとに練習する。 
・ふつうの場で（マット１枚） 
・２枚重ねたマットの場で 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 友達のよい動きを見る。 （4分） 
 ○よい動きをしている児童の動きを全

体で見る。 
 
 
５ 全体で交流したことをもとに，後
転を練習する。      （10 分） 

 

◎友達の動きを見る場所を確認し，全
員がポイントに気を付けながら友達
の動きを見ることができるようにす
る。 

・友達の動きのできばえについて，学
習カードに記入することを確認す
る。 

・友達にうまく声かけができている児
童をしっかり称賛する。 

・各グループにマットを２枚用意して
おき，課題に合わせて，ふつうの場
と二枚重ねた場を設定できるように
する。 

◆自分の課題に合った練習の場を選ぶ
ことができていない児童には，再度
自分の課題を想起させ，適切な場を
選ぶことができるよう助言する。 

 
・試技する児童には，自分の課題を全
体に伝えてから技を行わせ，見てい
る児童が友達の動きのできばえを伝
えられるようにする。 

 
・後転のポイントが意識できているか
どうかをアドバイスし合うよう促
す。 

・友達にうまく声かけができている児
童やグループをしっかり称賛する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○後転のポイントに

気を付けながら友
達の動きを見合い，
よい動き方や気付
いたことを友達に
伝えたり，学習カー
ドに書いたりして
いる。   
（行動観察・学習カ
ード） 

後転のポイントをもとに友だちの運動をかんさつし，よい動き方や気づいたことを伝えよう。 



６ 本時のまとめを行う。   (5 分） 
○本時のまとめを行う。 
○学習カードの記入をする。 
○場の片付けをする。   

・安全に気を付けながら，グループで
協力して片付けるよう声かけを行
う。 

 

 
 
５ 場の設定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※６つの場（②～⑦）に分かれて練習する。それぞれの場にはマットを２枚ずつ用意しておき， 
 課題に応じて場を選ばせる。 

 
 
 
 
 
６ 板書計画 
 
 
 
 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 

ステージ 

ホワイトボード 

①全体交流の場 （２枚のマットを重ねた場） 

② 

⑥ 

④ 

⑦ 

③ 

⑤ 

 ９／２７   マット運動   ～マットの達人
たつじん

になろう！～ 

 

 

       

    後転
こうてん

のポイント 

      

 

 

 

  

   

しりを遠くにつく。 

   写真 

   

いきおいがつく。 

へそを見る。 

     写真 

 

体が丸くなる。 

下半身を頭より後ろ

に持っていく。 

     写真 

下半身の重さで 
後ろに回る。 

〈立ち上がる時に〉 

両手でマットをおす。 

   写真 

後ろにまっすぐ回る。

○か 後転のポイントをもとに友だちの運動をかんさつし，友だちによい動き方や気づいたことを
つたえよう。 



時
間

評
価
規
準

○ きまりを守り，誰と
でも仲よくマット運
動に進んで取り組も
うとしている。

【主体的に学習に取
り組む態度（行動観
察・学習カード）】

○ 壁倒立の行い方を理
解するとともに，そ
の動きを身に付けて
いる。

【知識・技能（実
技・学習カード）】

○ 前転の行い方を理解
するとともに，その
動きを身に付けてい
る。

【知識・技能（実
技・学習カード）】

○ 易しい場での開脚前
転の行い方を理解す
るとともに，その技
を身に付けている。

【知識・技能（実
技・学習カード）】

○ 後転のできばえを視
覚的に振り返り，自
己の能力に適した課
題を解決しやすい練
習の場を選んでい
る。

【思考・判断・表現
（行動観察・学習
カード）】

○ 後転のできばえを友
達に伝えている。

【思考・判断・表現
（行動観察・学習
カード）】

○ 開脚後転の行い方を
理解するとともに，
その動きを身に付け
ている。

【知識・技能（実
技・学習カード）】

○ できる技を繰り返し
たり組み合わせたり
することができる。

【知識・技能（実
技・学習カード）】

準
備
運
動

○

○

体を揺らす運動遊び
や，体を支える運動
遊びに取り組む。
・ゆりかご
・かえるの逆立ち
・壁登り逆立ち
・背支持倒立
・支持での川跳び
・ブリッジ

壁倒立を練習する。

○

○

○

壁倒立のポイントを
見付ける。
　
グループでポイント
に気を付けながら，
壁倒立を練習する。

友達のよい動きを見
る。

○

○

○

○

前転を練習する。

前転のポイントを見
付ける。

グループでポイント
に気を付けながら，
前転を練習する。

易しい場での開脚前
転をやってみる。

○

○

○

○

易しい場での開脚前
転のポイントを見付
ける。

グループで易しい場
での開脚前転を練習
する。

友達のよい動きを見
る。

ポイントを意識しな
がら，易しい場での
開脚前転を練習す
る。

○

○

○

○

後転を練習する。

後転のポイントを見
付ける。

グループで，後転の
ポイントを意識しな
がら練習する。

友達のよい動きを見
る。

○

○

グループで，ポイン
トに気を付けながら
練習する。

友達の動きを見て，
よい動き方や気付い
たことを伝える。

○

○

○

開脚後転を練習す
る。

開脚後転のポイント
を見付ける。

グループでポイント
に気を付けながら，
開脚後転を練習す
る。

○

○

○

繰り返したり組み合
わせたりする技を選
ぶ。

考えた技を練習す
る。

グループの中で発表
し合う。

振
り
返
り

○ 今日の学習について
振り返り，学習カー
ドに書く。

○ 壁倒立の学習につい
て振り返り，学習
カードに書く。

○ 前転の学習について
振り返り，学習カー
ドに書く。

○ 易しい場での開脚前
転の学習について振
り返り，学習カード
に書く。

○ 後転の学習について
振り返り，学習カー
ドに書く。

○ 本時の学習について
振り返り，学習カー
ドに書く。

○ 開脚後転の学習につ
いて振り返り，学習
カードに書く。

○ マット運動の学習に
ついて振り返り，学
習カードに書く。

学
習
内
容

876（本時）54321

準備運動，慣れの運動

７　指導計画（全８時間）

マットを使ったいろ
いろな運動遊びを 

しよう 

ポイントに気を付け
て易しい場での開脚
前転に挑戦しよう 

ポイントに気を付け
て前転ができるよう

になろう 

ポイントに気を付け
て壁倒立を練習しよ

う 

マットの達人になろう！ 

ポイントに気を付け
て開脚後転ができる

ようになろう 

自分の課題に合った 
場を選んで後転を 

練習しよう 

技を繰り返したり 
組み合わせたり 

しよう 

後転のポイントを 
もとに友だちの運動
をかんさつし，よい
動き方や気づいた 
ことをつたえよう 


